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In this paper, we discuss what should learners learn about phonetics in the JSL 
classroom for oral communication. 
When a person makes a sound to communicate with others, even one sound carries 
different levels of information. However learners can not learn about this point of 
view from just repeating phrases to imitate them. 
Learners should understand that interpretation which depends on their first 
language might make a trouble in their communication. 
Observing speaker’s intention and listener’s interpretation carefully, learners can 











































































埼玉女子短期大学研究紀要 第 18号 2007.03 
 －176－
ことを目指している。 















































 第１回 「あ」の伝えるもの 
 第２回 「そう」「うん」「ううん」の伝えるもの 
 第３回 「すみません」の伝えるもの 




































 ① 「今、何時ですか」や「どうして遅れたの」「なぜ」の伝えているものは何か。 
 ② 疑問文の形をとりながら、質問以外の意図を表わす会話例を作る。 
 ③ 会話例を実際に発話して、発話意図が伝わったかどうかを確認する。 
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資料 1 音声に関する記述 
０４０１ 「すみません」 
私たちは、ふつう一本調子で話しているわけではありません。話の内容や感情にしたがって、
早くなったり、大きくなったり、声が高くなったりしている。声の変化は、ことばを生き生き
伝えるうえで重要な役割を果たしている。 
０４０２ 「いいです」 
ことばで何かを伝えようとするとき、ことばとともに伝わるのは、その言葉が支持する意味だ
けではない、そういうことばでそんなことを伝えようとしている自分自身が同時に伝わる、話
し方としては、どんな調子でしゃべるかも大きく影響する。 
０４０４ 「うん」 
音声とコミュニケーションを勉強して、音声と場合によって意味も違う。 
０４０５ 「まじで」 
言い方や、発音、口調によって微妙に変わってくる。 
０４０９ 「やばい」 
いってる発音が違っても、意味も変わります。 
０４１４ 「どうも」 
音声は我々にとって非常に重要なのである。我々が通常経験する音は、様々な意味があり、複
雑なものである。 
０４１８ 「はい」 
違う場合と違うアクセントという人の違う表情によって「はい」の意味も違う。 
０４１９ 「けっこう」 
一つ言葉が場合やよむ時の音が強いか弱いかによっていろいろな意味があります。 
０４２３ 「すみません」 
音声によって、意味がかわるし、内容によって使い方もかわることをわかるようになりまし
た。０４２４ 「いいです」 
相手の口調や表情、気持ちによって意味を（が）変わる場合がある 
＊４桁の数字は久川（2006）資料１に対応している。 
